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垂直収納扉金物のラインアップ拡充
ALT-SN15型 発売

〜システム家具への導入に適した仕様〜

2023 年 9 月 （A-0075）

　家具金物・建築金物の総合メーカーであるスガツネ工業（所在地：東京都千代田区、代表取締役
社長：菅佐原 純）は、垂直収納扉金物 ALT-SN15 型 を 9 月 25 日に発売しました。
　本品は弊社開発の垂直収納扉金物 ALT シリーズの中でも、よりスマートにシステム家具に垂直
収納扉を導入できる仕様となっております。

◆システム家具に導入しやすい取付仕様
　本品はキャビネットの外側に取り付けられます。従
来品では必要だった部品を目隠しするための板（中帆
立）が不要となり、よりスマートに垂直収納扉付きの
システム家具が施工できるようになりました。

ALT-SN15-D10（かぶせ仕様）　施工イメージ
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◆スガツネ工業　概要
スガツネ工業は、創業 93 年を迎えた家具金物・建築金物、産業機器用部品の総合メーカーです。扉に使われる蝶番、引き出しを動かすスライドレール、
荷台のキャスターを始め、取扱い製品は３万点を越えます。国際的に特許取得済みのダンパー技術『ラプコン』を始め、特許など知的財産権の累計出
願件数 4500 件以上の開発型メーカーでもあります。これらの製品供給を通じて、人の生活や作業環境をより便利・快適にしていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　
社名：スガツネ工業株式会社／創業：1930 年 2 月 11 日／設立：1943 年 11 月 20 日／資本金：4 億円（2023 年 1 月時点）／従業員：515 名（2023
年 2 月時点）／営業品目： 家具金物、建築金物、装飾金物、各種輸入金物、産業機器関連部品、機構部品、電子通信機械用部品、照明器具、金属製家具、
金属製備品家具、各種金属製特注品、 他

《お客様からの問い合わせ先》　スガツネ工業　アーキテリア事業部（家具金物・建築金物部門）
TEL：03-3864-1122( 代 ) 　 〒 101-8633　東京都千代田区岩本町 2-9-13

URL：https://www.sugatsune.co.jp/　　E-mail：support@sugatsune.co.jp

《本資料についての問い合わせ先》　スガツネ工業　広報部　担当：旭　　　TEL 03-3866-0187　E-mail : asahi@sugatsune.co.jp

　◆その他特長
・扉が収納されて、使いやすい
　垂直収納扉金物は、開いた扉をキャビネット内部
に収納できます。開口が大きく扉が邪魔にならない
ため、中のスペースを広々と活用でき、物の出し入
れもしやすくなります。

・扉を閉めて生活感を隠せる
　来客時などでキャビネットの中身を見せたくない
時には、扉を閉めて隠せます。本品はダンパー搭載
のため、ゆっくり閉まり静かで安全です。また、か
ぶせ仕様とインセット仕様をそれぞれご用意してお
り、家具や空間に合わせて扉閉時の納まりをお選び
いただけます。

・扉の垂れ調整が簡単
　大型扉の施工時に発生する扉の垂れを持ち上げる
だけで簡単に調整できます。5 段階の角度で仮保持
することで、人の手で扉を持ち上げながらちょうど
良い角度に調整する必要がなく、施工しやすいです。

・対応扉仕様
・扉幅　：S・M・L・LL タイプ…600mm 以下
・扉高さ：S タイプ…500 〜 700mm、M タイプ…700 〜 900mm、
　　　　　L タイプ…900 〜 1200mm、LL タイプ…1200 〜 1600mm
・扉厚　：かぶせ仕様…18 〜 20mm、インセット仕様…18 〜 30mm
・扉質量：S タイプ…6kg 以下、M タイプ…9kg 以下、L タイプ…12kg 以下、LL タイプ…15kg 以下

◆価格（税抜）
・ALT-SN15-D10（かぶせ仕様）…￥20,000/ セット〜
・ALT-SN15-D360（インセット仕様）…￥19,540/ セット〜
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